京大広報 No. 501 別冊 by 京都大学広報委員会
Title京大広報 No. 501 別冊
Author(s)




















研 究 5泉 題 代表者所属 ・職・氏名 参加者所属部局
舎密局 ・三高関係の資料の整理と収納 総合人間学部 総合，人間教授川端善明
京都大学女性研究者の研究状況調査研究 総合人間学部 総合，理，農，工，人文研助教授回遠玲子
視聴覚機器一式（LLシステム） 総合人間学部 ＊必＂＇L口'.> 助教授因遺玲子
社さ会， 言語，認知：新しい人間科学の創造をめ 総合人間学部 総合，人間して 助教授杉万俊夫
京都大学連卒業生のライフスタイルと健康・寿命 総合人間学部 総合，医， 経済との関 教授中村栄太郎
東洋の文化と大学教育 文学部教授川合康三 文 ． 
地域研究と博物館活動 文 学 部教授佐々木丞平 文，総合，人文研
法止h学教育における教授方法の多様化に関する総
的研究 法学研究科教授奥田 昌道 j去
情報技術の発展と法学 ・政治学の研究教育環境 法学研究科教授安藤仁介 法の変容
マルチメディア教育支援システム とインター 経 済 学 部 学部長菊池光造 経済，経済研ネットによる経済学・経営学教育の改善の研究
理学ミニ博物館展示計画 理学研究科研究科長 鎮西清高 理
Summer Student Programの先進的試行 理学研究科助教授 延与秀人 理
京都大学における物質 ・材料の解査析，評価機器




京都大学総合博物館設立計画のための調査研究 理学研究科教授河野昭一 総， 問，生学長， 
東南，アフリカ， 霊 研
実験 ・観察型生理学教育の推進プロジェクト 医学研究科教授野間昭典 医
画像診断卒後教育方法の開発 医学部附属病院 病院，医教授小西淳二




の体系 薬 学 部学部長市川 厚 薬
「ト工へ学の研情究報」のデータベース化とイ ンターネッ
発信 工 学 部教授池田克夫 工
工学分野に関連する新研究科諸機想の全体像に 工学部教授土岐憲三 工関する研究
カリキュラムの体系化 シラパスの作成 農学部教授古j峯 巌 農
農学部講義室 学生用講義机・椅子の増設及び 農学部学部長丸山利輔 農
更新
発ガンプロモーションを促進する食品成分を解 農学部教授佐々木隆造 農，ウイルス研析するためのシステム
亜熱帯植物実験手所内照査葉樹整林の学術的意義に閑 農学部附属農場 農場する情報伝達段の調 備 教授矢浮 進
地方演習林における学生実習の教育環境整備 農学部附属演習林 演習林教授竹内典之
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研 究 課 題 代表者所属 ・職・氏名 参加者所属部局
白浜試験地で一、45南年半間球にか収ら集のさ導れ入た樹ア種カシア， 農学部附属演習林ユーカリ類 の生育に 助教授安藤 信 演習林，農関する資料整理
競合環境系における秩序化過程と揺らぎ 人間・環境学研究科 人間助教授前川 覚
環境にやさしい大学生活の創造 環境保全センター 環境，学生教授高月 主友
21世紀の世界とアフリカ地域研究の課題：大学 アフリカ地域研究センター アフリカ，東南院教育の将来像を求めて センター長 田中 二郎
ネットワー ク組な（K情換U報えINの1，収NA集イ実ンター ネ ット報） によ 遺伝子実験施設 遺伝子，医，理，ウイルスる分子生物範， 験・研究情発信 教授清水 章 研のための広 情報
高等教育教授システムの開発 高等教育教授システム開発センター 高等教育教授梶田叡一． 東促南アジア地域に関ピする研究 ・教育情報の交流 東南アジア研究センター 東南進に向けたコン ュータネ y トワーク整備 所長坪内 良博高度医療を支えるためのコメデイカルの卒後研 医療技術短期大学部 医短イ多 教授笹田 昌孝
放度射性同位元素を利用した生体反応の新規高感
分析法の開発と応用 化学研究所教 授 小田 Jl貢ー 化研
「明末消報初の社会と文化」共同研究班の共同研 人文科学研究所 人文研究と研究 告出版 教 授 狭間 直樹
MAC感染症の発病に関わる肺胞マクロファー 胸部疾患研究所 胸部研，病院ジと血中単球との発症抑止力の比較研究 教授久世文幸
エネルギ一理工学研究の重点課題 原子エネルギ一研究所 原、エネ研，人ヘリオトロン，所 長 西川 鵡－ 工，現， 間
木材樹種の検索システムの構築 木質科学研究所 木研，農教 授 伊東隆夫
細胞死に誘関導すレセプタ一分子 Fasの個体発生へ ウイルス研究所 ウイルス研，医の関与 る調査研究 教授米原 イ申
計算流体力学における高速アルゴリ ズムの研究 数理解析研究所 数研と教育 教授岡本 久
電子ビームによるコヒーレントな ミリ波光量子 原子炉実験所 原子炉，理，工放射と物性応用に関する研究 教授松山奉史． 熱帯林研究の現状と展望 霊長類研究所 霊長研東，理，生態学，アフ教授加納 隆至 リカ， 南
図書向館業務の簡素・ 合理化及び不IJ用者サービス
の上 附属図書館館長長尾 異 図書館
附属閃書館における教育・研究設備の充実 附属図書館館 長 長尾 異 図書館
京都大学関係史料の保存と利用に関する予備的 附属図書館館長長尾 異 百年史編集史料室，庶務部研究
学生の修学在，キャ ンパスライフを支援する大学
システムの り方に関する調査研究 学生部部 長 瀬地山 敏
学生部S田•n ，体育指導セ ン
ター ， 学生センター
査先進諸国における大学の体育施設に関する調 体育指導センター 体育指導センター，農・研究 助教J受 井街 悠
京都大学施設長期計画策定の調査研究 施設部 施設部，工工学部教授川崎 ir1 




副員長西川 韓－ 新キャ ンパス委員会
京都大学教職員の過去7年間 (1989-1995）の 保健管理センター 保健診療所，保健管理セン人間ド yクデータの分析とその健康教育への応 所長森下玲児 ター用
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2.特別分（大学院分）
研 究 課 題 代表者所属 ・職 ・氏名 参加者所属部局
大学院における高度語学教育の方法 文学部教授吉田 域 文










極低照度光学実験室と教育システムの整備 理学研究科助教授大谷 I告 理
具体例による高等数学の研究 理学研究科教授吉田敬之 理 ． 
ダイナミ ックな物理現象や立体的情報をも った
物理現象の視覚化とそのプレゼンテーションの 理学研究科助教授堀内 百週 理
試み
地球観測データのリアルタイム取得と表示シス 理学研究科助教授家森俊彦 理，防災研テムの開発および教育研究利用
形質転換植物を用いた遺伝子機能の解析 理学研究科教 授 岡田清孝 理
地球内部構造研究用地震計アレイ建設をめざし 理学研究科助教授中西 一郎 理，防災研，総合，工た試験的基礎研究
同一剖検脳への分子遺伝学導診断と病理 ・電顕組 医学部附属病院織化学 ・生化学的手法の 入 助教J受 秋口 一郎 病院一新しいブレインパンクシステムの開発
遺医伝子改変究モデル動物を用いた長寿医学の分子 医学部附属病院 病院学的研 教授北 徹
精巣腫蕩の生物学的悪検性索度に関連する分子生物 医学部附属病院 病院学的パラメ ーターの 助手小川 修
京大 ・阪大医学研究科ボーダーレス化のための 医学部附属病院 病院）院， 医（阪大医 ・阪大病
ハイビジョン臨床教育研究教材の作成 教授高橋 R胞弘主
大学院における遺伝子診断の包括的教育 医学部附属病院 病院教授森 徹 ． 
トランスジェニ ックブタを用いた糖尿病治療用 医学部附属病院 病院，農，生体医療インスリン分j必B細胞株の樹立 助教授 井上 一知
薬学領域における遺伝子応用技術に関する大学 薬学部教 授 伊藤信行 薬院教育 ・研究システムの確立
工学研究科シラパスのデータベース化と活用に 工 学 部教授万波通彦 工関する開発研究
材料学に関する新研究科設立構想の調査研究 工 学 部教授升田利史郎 工，人間，化研，生体医療
農学分野における放射性F同司iミ位元素有効利用のた
めの教育方法の整備と体化 農学部教授伏木 予 農
森林の公益的機能評価に関する研究 農 学 部教授小橋 澄治 農
衛星写真を利用した森林管理システムの構築 農学部附属演習林 演習林教授竹内典之
演習林における地形情報のディジタル化による 農学部附属演習林 演習中本教育研究環境の整備 教授川那辺三郎
大学院教育における自然環境解析学習法の構築 人間 ・環境学研究科 人間，総合，ウイルス研教授堀 智孝
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研 究 謀 題 代表者所属 ・職 ・氏名 参加者所属部局
マルチメディア・ネ ットワークの構築によるア アフリカ地域研究センター
フリカ地域研究の大学院教育 ・研究体制の整備 センタ一長田中 二郎 アフリカ
生態学研究センター 生，態東超学南高，ア層理ジ， 農，間工，人経京大環境フォーラムのネ ットワークの構築 教 授 安部琢哉 研人，文研，ア
生物による資源アーキテクチャー形成 生態学研究センター
一生物多様性の維持にはたす役割に注目して 教授井上民二 生態学，理，農，総合
教授法改善に対応した高度一般教育の在り方に 高等教育教授システム開発センター 高等教育ついての調査研究 教授梶田叡一
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研 qノ~ 課 題 所属 ・ 職 ・ 氏名
i昆和な条件下での炭酸ガス固定化による炭化水素の創製 工学部助手田中庸裕














高冴 究 課 題 所属 職 ・氏名
後根神経節における感覚ニューロンの空間的分布 総合人間学部助教授石原昭彦
標的遺伝子破壊j去を用いた植物の花芽形態形成遺伝子の機能解析 理学研究科助手荒木 足アすユて
ヘリックス ・ループ ・ヘリックス型転写制御因子 HES1の発現制御 医学研究科助手石僑 誠
顎 ・顔（面の形態形成およ関び異係常発生における神経堤細胞の遊走とプログラム細
胞死アポ トー シス）の について 医学研究科助手滝川 俊也
Na+ -Ca2＋交換の抑制についての分子生理学的及び電気生理学的研究 医学研究科助手松岡 達
新規核内 GTPase活性化蛋白の性状ならびにその機能破綻に基づく細胞周期の 医学研究科助手服部雅一異常についての解析
アンジオテンシン受容体ファミリー （AT1,AT2受容体）の生理的および病態 医学部附属病院
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平成7年度京都大学後援会助成金交付者一覧
京都大学後援会助成事業検討委員会で決定した平成7年度第1類（国際交流事業関係）助成金交付者は，
第1種（海外派遣） 39名，第2種 （海外からの学者招へい） 12名，第4種 （大学行政上の渡航） 6名で，そ
れぞれ次のとおりであった。
1 .第1類第1種 （海外派遣研究員）
本学教官 （若手研究者 ・国際研究集会にあっては，大学院博士後期諜程学生を含む。） が専攻する学問分野等について
調査研究のため，海外に派遣される場合に，助成金 （往復航空賃および滞在費）を交付するもので，派遣区分は，若手研
究者・長期（10カ月），若手研究者・国際研究集会および1カ月である。
派遣区分 所属部局等 職名等 氏 名 主な訪問機関 ・国等 研 究 題 目（国際研究集会等名）
総合人間学部 助手 田部勢津久 ラトガース大学 発光機能性ガラスの構造制御と機能（アメリカ合衆国） 現に関する研究
ロンドン大学古典学
長期 文 寸.，ー． 部 教授 南川高志 研（究連所合等王国等） ローマ帝国政治史史料の研究
経済研究所 助教授 照山博司 ボストン大学 世代析間資産伝達のシミ ュレーショ（アメリカ合衆国） ン分
国際 総合人間学部 助手 竹本篤史 アメリカ合衆国 視覚眼科学国際学会年次大会
研究 過冷却q九質': 液体・ガラス ・アモルフ ァ総合人間学部 助手 深尾治次 イタリア ス物 における非平衡現象に関す
集会 る研集会
理 学研究科 助手 吉田伸生 シンガポール 第23回篠率過程とその応用会議
（教官）
医学研究科 助教授 影山龍一郎 フランス 欧州発生生物学会国際会議若
薬 p寸ιム 音日 助教授 大高 章 アメリカ合衆国 第14回アメリカンペプチドシンポジウム
工 寸且ゐー 音［I 助手 鈴木 哲夫 アメリカ合衆国 第5回国際吸着会議
手
工 ~ 音日 助手 井村 )II真一 イタリア 第3回ヨーロ ッパ制御会議
工 寸，.，＿ー． 音日 助手 石田泰一郎 ドイツ連邦共和国 ヨーロ ッパ視覚認識会議
工 寸,llLー， 音日 助手 新苗正和 アメリカ合衆国 第四回国際選鉱会議
化学研究所 助手 後藤弘爾 アメリカ合衆国 ゴードン研究会議一植物細胞遺伝学と発生学一
研 第8固有機合成指向有機金属化学化 学研究所 助手 河内 敦 アメリカ合衆国 国際会議
防災研究所 助手 勝見 武 デンマーク 議第11回土質基礎工学ヨーロ ッパ会
究 原子炉実験所 助手 f余 自L ロシア 第7回核融合炉材料国際会議
東南アジア研 助手 阿部健一 オランダ 変容下のリアウ：周辺地域のグ究センター ローパリゼーション
（大学 工 学研究科 博期士2後年 田中 戸寸£ー， ノJレウェー 第15回国際音響会議院生）
者
工 学研究科 博士後年 永野 真吾 ドイツ連邦共和国 第7回国際生物無機化学会期 3
工学研究科 博士後年期 2 蒲 書斌 アメリカ合衆国 1995環太平洋国際化学会議
農学研究科 博士後 金 光植 アメリカ合衆国 1996年度国際受精卵移植学会期 3年
農学研究科 博士後 木村 耳定 アメリカ合衆国 アメリカ植物生理学会大会期 2年




期 3 飯田博一 台湾 第15回複素環化学国際会議
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派遣区分 所属部局 職名 氏 名 主な訪問機関 ・国等 研 究 題 目（国際研究集会等名）
総合人間学部 教授 岡田敬司 パリ第八大学 制度主義究教育論の現在の動向に関（フランス する研
総合人間学部 助教授 服部文昭 ヘルシンキ大学 ゴドスラフ主音圏におけるロシア ・ス（フィンランド） ラブ研究について
経済学部 教授 中野 一 新 コーネル大学 アメリカ合衆国の農業構造とアグ（アメリカ合衆国） リフード ・システムに関する研究
経済学部 助教授 塩地 j羊 ロンドン大学 イギリスにおける自動車ディー（連合王国 ラーの研究
理 寸A以一． 部 助手 亀井豊永 コロラド大学等 地磁気 AEインデックス作成に（アメリカ合衆国等） 関する研究
医学研究科 助手 赤水尚史 ボー マンカ大合学衆等国 自己免疫性甲状腺疾患の遺伝因子（アメリ 等） に関する研究
医学研究科 助手 小野孝彦 王立メルボルン病院 凝固による糸球体内皮障害に関す（オーストラリア る研究
1 カ月
薬 寸.，.，ー 音日 助教授 黒田義弘 シドニ一大学 局所麻酔剤の作用機序解明に関す（オーストラリア） る研究
工 再寸んー 音日 助手 笠原禎也 宇宙物理研究所スウェーデン）
あ動けぼの －互Fr作eia衛星による極域
波粒子相 用に関する研究
農 寸，.，ー． 部 教授 矢野秀雄 アイオワ州立大学 反努動物に関する栄養生理学的研（アメリカ合衆国） 究
人間・環境学 ヴエネチア精神分析 精神分析学の社会的役割に関する助教授 新宮一成 研究所等研 プ，肯L・1 科 イタリア等） 研究
医療技術短期 教授 j賓 弘道 デューク大学 スポーツ活動による筋損傷とその大 ぷ寸aーら 昔日 （アメリカ合衆国） 治療に関する研究
胸部 疾患 講師 西村浩一 国立心臓・肺研究所 慢割性閉塞性肺疾法患における無作為研 の7内しモ 所 （連合王国） 付臨床試験 についての研究
基礎物理学所 助教授 阿部恭久 ポ｝ルサパステ）イ工大学 原子核及びメソスコピソク系に於研究 （フラン ける動力学に関する研究
2.第1類第2種 （海外からの学者招へい）
海外から学者，研究者を本学に招へいし，学術活動の発展を図るとともに，本学との共同研究の基盤を固めるため，助
成金（往復航空賃および滞在費）を交付するもので，招へい区分は若手研究者 (loカ月）及び一般 （1カ月一 2カ月）で
ある。
区分 受入 部局 招へい学者名 国（地域）名・所属機関・職名 研 究 題 目
経済学部 Lim Sang Oh 大韓民国 ・尚志大学・助教授 基文礎化経済学の理論と応、用に関する的研究
若手 Albert Cornelis スウェーデン ・ユメオ大学環 有機塩廃素化棄合物試料の同時分適析手法の
研究者 工
寸，.，ー． 音E van Bevel 境化学研究所・研究生 開発と 物 への用に関する研究
E是 寸.＝ー． 音日 Long-Ying Dong 中華人民共和国・中国科準学院 植物炭酸固定能の増強に関する基上海植物生理研究所・ 教授 礎的研究
医学研究科 Diether Neubert ドイツ連邦共和国 ・ベルリン 晴乳類の正常制及び異常す発生の分子自由大学 ・教授 機構とその御に関 る研究
Terrence R. アメリカ合衆国 ・国立ガン研任 ホスファターゼ抵抗リン酸化アミ薬 且寸aー． 部 究所 ・国立衛生研究所・主 ノ酸含有ペプチドをリード化合物Burke, Jr 研究員 とする抗癌剤の開発に関する研究
工 寸＂： 部 Michael Finkenthal イスラエル・へブライ大学・ トカマクのプラズマ分光学に関す教授 る研究及び科学哲学に関する研究
一般
フランス ・ルイパスツール大工 学 部 Jean Francois 生化学機能分子に関する研究Biellmann 学 ・教授
農 持寸ん戸 部 Bungaran Saragih インドネシア・ボゴール農業 農村発展問題の日本 ・インドネシ大学開発研究所 ・所長 ア問比較研究
人間・環境学科
フランス・（財）ル ンヤン 精神分析学の社会的役割に関するPierre Skiriarabine フロイデイアン研究 国際交流事務局長 研究
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区分 受入部局 招へい学者名 国（地域）名・所属機関・職名 研 ’プ7守し' 題 § 
化 学研究所 Nitash Balsara アメリカ合・衆準国教・ポリテク ブロック共重合体の力学的及び光ニック大学 授 学的性質に関する研究
ウイルス Haim Manor イスラエル ・テクニオン イ 転写因子によるポリオーマウイル研 ~ 所 スラエル工科大学 ・教授 ス DNA複製の制御に関する研究
数理解析所 Carlo Becchi イタリア・ジェノヴァ大学 ・ BRS性（ベにッ関キすーる・ルーエ ・ストラ）研究 教授 対称 研究
3.第1類第4種 （大学行政上の渡航および大学問協定校との交流）
総長および総長が大学行政上特に必要と認めた者の海外渡航に対し，助成金を交付するものである。
所属 ・職名 氏 名 渡航目的国 主な訪問機関 、旅 遺 日 的地域名
庶 務 音日 森重和子 アメリカ合衆国 カリフォルニア大学 アメリカ合衆国の諸大学におけ国際交流課長 ノてークレー校等 る教育，研究状況調査
ハイデルベルグ大学（大学問協
経済学部 渡遺 尚 ドイツ連邦共和国 ハイデルベルグ大学 定「降校服）主催によるシンポジウム教 授 からの50年J的一見世方界のの中の
日本とその歴史 変化」 ． 
留学生センター 家本太郎 アメリカ合衆国 ワシントン大学等 1995年日本留学フェア参加教 授
学留 生 部 太田 恵雄 連合王国 ケンブリソジ大学等 学生交流及び学生厚生施設の調学生課長 査研究
タイ及びイ ンドネシアの大学の




国際 流課 吉田保裕 タイ カセサート大学等 の含国際）交流活動 （留学生の派遣
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国際教育プログラムカリキュラム表（案）
科目名 サブテーマ （開講期 単位数） 担 当 教 ，昆A・ー


















・日本の囲内政治の構造 法 教 授 大縁秀夫








7 21世紀の都市 （半期， 2単位）
・都市の地理 総合教授山田 誠




8. 21世紀と食品 （半期， 2単位）
・植物改良の見通し 農 教授池橋 宏
・日本における水産食品の科学と技術の進歩 農 教授坂口 守彦
・我が国の伝統的発酵食品と微生物利用による食品の加工と生産 農 教 授清水 匡日ヨ
・栄養と成人病 医 教授 j青野 裕
9. 日本の自然と地理 （半期， 2単位）
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科目名 サプテーマ （開講期 単位数） 担 当 教 官
10.情報と社会（半期， 2単位）
・情報の処理 総合助教授楼川 貴司






・エネルギー資源の現状と将来 工 教授西山 孝
・地球の温暖化 理 教授庚回 勇
・エネルギ一変換技術と地球温暖化の抑止 工 教授鈴木健二郎
・地球の砂漠化と緑化 防災教授光田 主
・環境政策 人環教授北畠能房． 12. ライフ ・サイエンス （半期， 2単位）
－医科学 医 教授本庶 祐
, 医 教授中西重忠
・日本の薬学 薬 教授本多義昭








15. 16.相聞社会学・国際関係論I.JI （各半期，各2単位） 留セ助教授喜志麻孝子
・相関政治・社会・文化論
・国際交流と文化触変． 
34 
